
NO 5

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 新千葉県立図書館・県文書館複合施設 所在地 千葉県千葉市中央区

用途
集会所　その他(図書館、文書館、自動車
車庫、自転車駐車場)

延床面積 18,921 ㎡

設計者 株式会社 日本設計 施工者 未定

事業期間

概評

公立図書館という不特定多数の来館者にアピールできる施設であり、書庫と閲覧室とで、それぞれ適
した空調方式を採用し、非常時に72時間は書庫の温熱環境を維持することができる計画である。ま
た、室内に木材を多用し、公園の自然と連続する閲覧空間の快適性を高めており、先導的と評価し
た。

参考図

新千葉県立図書館・県文書館複合施設 千葉県

提案
概要

千葉県千葉市に位置する県立図書館３館と県文書館１館を統合し、緑豊かな県立公園内に新築する
複合施設プロジェクト。様々な省CO2技術を複合的に活用し、建築と設備の統合デザインを積極的に

行うことで、県立図書館としては稀なZEB Ready認証を取得した計画である。

事業
概要

2025年度～2028年度

利用エリア 業務・保管エリア公園 住宅地

一般資料ゾーン 自動化書庫

公園との一体感を生み出す大屋根

自然採光 自然通風 木材量の再生・県産材活用

地中熱利用

太陽光発電

蓄熱システム

二重屋根による高断熱化と
小屋裏暖気活用システム

先2

課2

先2, 3

課2

書庫

書庫

業務エリア機械室

課6

課3, 5, 6課2

課3

先3

庇

大開口と
Low-eガラス

課3

空調の間欠運転

蓄電池課3

先1

各種センサーによる
空調・照明制御先2 課2

雨水再利用タスク・アンビエント照明 免震構造・躯体のPCa化課2 課3,5,6 課3, 6

導入する先導的技術 優先課題への取り組み

大階段

二重壁による高断熱化課3先1

先1

先 課

デジタルサイネージ課5TABS空調先2
木材量の再生課6

先2

課2

凡例

閲覧エリア

エントランスホール・子どもの読書活動推進センター

建物外観

先導的な環境技術・取組イメージ断面図
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